
人気温泉地ランキング
2025

 発表！

じゃらん人気温泉地ランキング2025
調査概要と回答者プロフィール
調査概要　
調査期間　 2024年8月16日（金）〜2024年8月30日（金）
調査対象　 2023年8月〜2024年7月までに

『じゃらんnet』を利用した会員
調査方法　 インターネット上でのアンケートを実施
有効回答数　　1万2594人
対象温泉地　全国332温泉地（除く東京都・沖縄県）を調査対象として設定
※調査対象を変更したため、前年度以前の順位は参考値になります。
　温泉地名は調査時のものであり、一部の温泉地名で呼称が異なる場合があります。

回答者プロフィール（ｎ＝12,594）

居住地域

東北
5.5％

東海
13.0％

関東・
甲信越
38.1％北陸・

関西
17.9％

中国・
四国
7.7％

九州・
沖縄県
11.6％

北海道
6.3％

性別 

男性
50.7％

女性
48.3％

無回答
1.0％

選ばれた
温泉地

山間の小さな温泉地から、
定番人気温泉地まで

全国人気温泉地
ランキングベスト50

（ｎ＝12,594）

これまでに行ったことがある温泉地のうち
「もう一度行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで）

草
津
温
泉
が
２
年
連
続
ト
ッ
プ
。

上
位
４
温
泉
は
昨
年
と
変
わ
ら
ず
。

　

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
を
尋

ね
る「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

は
こ
こ
数
年
、
僅
差
で
の
首
位
争
い
が
続

い
て
い
る
が
、
草
津
温
泉
が
２
年
連
続
で

１
位
を
獲
得
。
４
位
ま
で
は
順
位
変
動
な

し
。
30
位
ま
で
の
顔
ぶ
れ
も
ほ
ぼ
変
化
な

い
が
、
50
位
ま
で
で
は
35
位
の
白
骨
温
泉

が
13
ラ
ン
ク
、
50
位
の
富
士
河
口
湖
温
泉

郷
が
32
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

　

最
近
1
年
間
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
温

泉
地
の
う
ち
満
足
し
た
温
泉
地
を
尋
ね
る

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
総
合
部
門
で
わ
い
た
温
泉
郷
が
1
位
に
。

他
ラ
ン
キ
ン
グ
に
比
べ
毎
年
順
位
の
変
動

が
大
き
い
が
、
20
位
の
う
ち
11
温
泉
地
が

昨
年
同
様
ラ
ン
ク
イ
ン
。
秘
湯
部
門
で
は

10
位
す
べ
て
の
温
泉
地
が
入
れ
替
わ
っ
た
。

 

「
お
す
す
め
し
た
い
穴
場
温
泉
地
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
３
年
連
続
で
１
位
を
乳
頭
温

泉
郷
が
、
２
位
を
山
鹿
･
平
山
温
泉
が
獲

得
。
松
之
山
温
泉
は
12
位
、
10
位
と
順
位

を
上
げ
続
け
、
今
回
４
位
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
過
ぎ
た
も
の
の
、
世
界
的

な
物
価
上
昇
や
増
え
続
け
る
訪
日
外
国
人

客
へ
の
対
応
、
山
間
の
小
さ
な
温
泉
地
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
地
域
の
課
題
は

尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は

そ
の
取
り
組
み
や
直
面
し
て
い
る
現
状
を

紹
介
し
て
い
く
。

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 2301 1 ➡

2 箱根温泉 神奈川県 2269 2 ➡

3 道後温泉 愛媛県 1728 3 ➡

4 登別温泉 北海道 1597 4 ➡

5 別府温泉郷 大分県 1303 7 扌

6 有馬温泉 兵庫県 1231 5 ➡

7 黒川温泉 熊本県 1161 6 ➡

8 熱海温泉 静岡県 1153 8 ➡

9 下呂温泉 岐阜県 1035 9 ➡

10 城崎温泉 兵庫県 991 11 扌

11 由布院温泉 大分県 986 10 ➡

12 乳頭温泉郷 秋田県 921 12 ➡

13 和倉温泉 石川県 810 14 扌

14 指宿温泉 鹿児島県 806 15 扌

15 奥飛騨温泉郷 岐阜県 722 16 扌

16 定山渓温泉 北海道 689 20 扌

17 蔵王温泉 山形県 688 19 扌

18 加賀温泉郷 石川県 676 17 ➡

19 伊香保温泉 群馬県 672 23 扌

20 洞爺湖温泉 北海道 671 18 ➡

21 玉造温泉 島根県 634 21 ➡
22 奥入瀬渓流温泉・ 

十和田湖畔温泉 青森県 628 24 扌

23 嬉野温泉 佐賀県 608 22 ➡

24 雲仙温泉 長崎県 594 25 扌

25 阿寒湖温泉 北海道 551 26 扌

26 湯の川温泉 北海道 546 27 扌

27 秋保温泉 宮城県 542 28 扌

28 万座温泉 群馬県 527 33 扌

29 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 524 29 ➡

30 銀山温泉 山形県 500 30 ➡

31 霧島温泉 鹿児島県 498 30 ➡

32 飛騨高山温泉 岐阜県 463 32 ➡

33 湯河原温泉 神奈川県 422 34 扌

34 層雲峡温泉 北海道 376 35 扌

35 白骨温泉 長野県 363 48 扌

36 四万温泉 群馬県 362 42 扌

37 白浜温泉 和歌山県 355 40 扌

38 あわら温泉 福井県 351 46 扌

39 十勝川温泉 北海道 344 39 ➡

40 鬼怒川温泉 栃木県 338 13 ➡

41 鳴子温泉郷 宮城県 334 43 扌

42 三朝温泉 鳥取県 320 41 ➡

43 花巻温泉郷 岩手県 313 49 扌

44 石和温泉 山梨県 308 50 扌

44 宇奈月温泉 富山県 308 45 扌

46 修善寺温泉 静岡県 306 44 ➡

47 ニセコ温泉郷 北海道 303 36 ➡

48 淡路島の温泉 兵庫県 299 37 ➡

49 皆生温泉 鳥取県 294 47 ➡

50 富士河口湖温泉郷 山梨県 284 82 扌

おすすめしたい穴場温泉地
ランキングベスト30 
これまで行ったことがある温泉地に対して

「おすすめしたい穴場温泉地」の推奨率
（複数回答5つまで）
※推奨率（％）＝おすすめしたい穴場温泉地の回答数÷訪問経験がある温泉地の回答数

全国温泉地満足度ランキング・
総合部門ベスト20
最近1年間に行ったことがある温泉地のうち「満足した」温泉地
1年間の訪問者100人以上（単一回答）（122温泉地）

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 わいた温泉郷 熊本県 96.0 101

2 雲仙温泉 長崎県 95.7 299

3 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 95.3 149

4 奥飛騨温泉郷 岐阜県 94.3 335

5 登別温泉 北海道 94.1 488

5 湯田中渋温泉郷 長野県 94.1 118

5 別府温泉郷 大分県 94.1 627

5 霧島温泉 鹿児島県 94.1 270

9 乳頭温泉郷 秋田県 93.9 198

10 淡路島の温泉 兵庫県 93.7 350

10 指宿温泉 鹿児島県 93.7 207

12 黒川温泉 熊本県 93.5 291

13 草津温泉 群馬県 93.1 909

14 白老・虎杖浜温泉 北海道 93.0 115

14 十勝川温泉 北海道 93.0 243

14 湯村温泉 兵庫県 93.0 143

17 瀬波温泉 新潟県 92.7 110

18 蔵王温泉 山形県 92.6 244

18 四万温泉 群馬県 92.6 298

20 玉造温泉 島根県 92.4 342

順位 温泉地名 都道府県 推奨率（％）集計対象数 昨年順位

1 乳頭温泉郷 秋田県 31.1 578 1 ➡

2 山鹿・平山温泉 熊本県 28.5 231 2 ➡

3 わいた温泉郷 熊本県 27.8 146 6 扌

4 松之山温泉 新潟県 27.1 96 10 扌

5 温泉津温泉 島根県 26.9 112 3 ➡

6 下風呂・薬研温泉 青森県 25.9 97 8 扌

7 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 25.3 397 10 扌

7 肘折温泉 山形県 25.3 113 5 ➡

9 ぬかびら源泉郷 北海道 24.2 125 13 扌

10 小安峡温泉・秋の宮温泉 秋田県 23.3 89 21 扌

10 高湯温泉 福島県 23.3 135 7 ➡

12 長湯温泉 大分県 23.2 110 4 ➡

13 銀山温泉 山形県 21.7 288 12 ➡

14 奥飛騨温泉郷 岐阜県 21.6 559 19 扌

15 古湯・熊の川温泉 佐賀県 21.5 125 33 扌

16 黒川温泉 熊本県 21.1 583 8 ➡

17 真木温泉 山梨県 20.5 18 22 扌

18 尻焼温泉 群馬県 20.1 67 24 扌

19 貝掛温泉 新潟県 20.0 52 20 扌

20 白骨温泉 長野県 19.9 242 23 扌

21 カルルス温泉 北海道 19.4 102 28 扌

22 夏油高原温泉郷 岩手県 19.2 83 17 ➡

23 扉温泉 長野県 19.1 29 40 扌

23 大歩危・祖谷周辺の温泉 徳島県 19.1 234 25 扌

23 鈍川温泉 愛媛県 19.1 56 15 ➡

26 湯の峰温泉 和歌山県 19.0 55 46 扌

27 栃尾又温泉 新潟県 18.2 29 41 扌

28 龍神温泉 和歌山県 18.1 95 42 扌

29 白布温泉 山形県 17.8 67 42 扌

30 十勝川温泉 北海道 17.5 243 32 扌

秘湯部門ベスト10
1年間の訪問者数が50人以上100人未満

（単一回答）（81温泉地）

※最近１年間=２０２３年８月〜２０２４年８月頃を指す
※満足度＝「とても満足」「やや満足」「どちらともいえない」「やや不満」「とても 
　不満」のうち、「とても満足」「やや満足」と答えた人の割合を合わせて算出

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 白骨温泉 長野県 94.9 78 

2 小野川温泉 山形県 94.5 55 

3 小田・田の原・満願寺温泉 熊本県 94.0 50 

4 旭岳温泉・天人峡温泉 北海道 93.9 82 

4 高湯温泉 福島県 93.9 99 

6 久住温泉 大分県 93.8 80 

7 秋田八幡平温泉郷 秋田県 93.5 77 

8 金太郎温泉 富山県 92.9 56 

9 野沢温泉 長野県 92.7 82 

9 長湯温泉 大分県 92.7 82 

今回で19回目となった「じゃらん人気温泉地ランキング」。
全国1万2594人の投票により、
332の温泉地から各ランキングが決定した。
支持された温泉地の取り組みや、人気如何に拘わらず
地域が直面している課題などを紹介。

“選ばれた温泉地”となるためには何が必要か。
共有し、参考にしていただきたい。
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賑
わ
っ
て
い
る
町
の
中
に
は
、
実
は
朝

食
を
食
べ
ら
れ
る
店
も
多
い
。
定
食
の
他
、

宿
泊
者
以
外
も
受
け
入
れ
る
自
家
製
パ
ン

が
名
物
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
、
８
時
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ
フ
ェ

な
ど
、
取
材
時
に
確
認
で
き
た
だ
け
で
も

７
軒
は
あ
っ
た
。

 

「
旅
館
組
合
の
宿
の
う
ち
約
30
％
が
夕
食

を
提
供
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
そ
の
う

ち
の
半
分
ぐ
ら
い
が
朝
食
の
提
供
も
行
っ

て
い
ま
せ
ん
」（
草
津
温
泉
旅
館
協
同
組

合
事
務
局
長　

工
藤
強
一
さ
ん
）。ブ
ー
ム

か
ら
で
は
な
く
、
人
材
不
足
な
ど
に
よ
る

自
然
発
生
的
な
泊
食
分
離
の
増
加
。
し
か

し
食
事
付
き
と
素
泊
ま
り
を
組
み
合
わ
せ

て
連
泊
で
き
る
な
ど
、
旅
行
者
に
と
っ
て

は
宿
泊
す
る
こ
と
へ
の
敷
居
が
高
く
な
い

の
は
魅
力
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

合
同
入
社
式
は
交
流
の
あ
る
四
万
温
泉

（
群
馬
県
）
が
始
め
た
と
聞
き
、
取
り
入
れ

る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
大
き
な
職
場
が

少
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
入
社
員
の
数

も
少
な
い
。
そ
こ
で
宿
泊
施
設
に
限
ら
ず

建
設
会
社
、
病
院
な
ど
国
内
外
問
わ
ず
草

津
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
人
た
ち
の
た
め

に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
主
催
。
町
長
の
挨
拶
や
、
式

の
あ
と
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
親
睦
会

も
。
さ
ら
に
懇
親
会「
あ
つ
ま
ら
ナ
イ
ト
」

も
毎
月
行
っ
て
い
る
。
町
で
働
く
人
で
あ

れ
ば
、
こ
ち
ら
も
国
内
外
問
わ
ず
誰
で
も

参
加
Ｏ
Ｋ
。
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由
で

会
費
は
２
０
０
０
円
。

 

「
毎
回
30
人
〜
40
人
が
参
加
し
て
い
て
常

連
も
い
ま
す
。
人
材
と
言
う
と
確
保
す
る

こ
と
を
先
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
ま
ず
は

定
着
・
定
住
さ
せ
る
た
め
の
き
っ
か
け
を

作
り
、
場
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

『
あ
つ
ま
ら
ナ
イ
ト
』
は
そ
の
き
っ
か
け

の
ひ
と
つ
で
す
。
確
保
を
ど
う
す
る
か
は

そ
の
次
の
段
階
。
定
住
・
定
着
に
つ
い
て

は
観
光
協
会
、
商
工
会
、
町
役
場
が
協
同

で
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
」（
草
津
温

泉
観
光
協
会
事
務
局
長　

福
田
俊
介
さ

ん
）。

 

「
食
事
を
提
供
し
な
い
宿
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
１
泊
２
食
付
き
２
万
円

前
後
の
旅
館
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う

問
い
合
わ
せ
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
草
津
に
限
っ
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

２
食
付
き
２
万
円
と
い
う
の
が
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
の
よ
う
で
す
」（
工
藤
さ
ん
）。

　

軒
を
連
ね
る
飲
食
店
の
中
に
は
、
夕
食

時
に
行
列
を
成
す
人
気
店
も
あ
る
。
需
要

が
あ
る
か
ら
新
規
事
業
者
の
参
入
も
続
い

て
い
る
。
し
か
し
新
た
に
働
く
人
が
増
え

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
住
民
の
増
加
に
は

繋
が
っ
て
い
か
な
い
。
ま
ち
づ
く
り

が
進
ん
で
も
将
来
的
に
人
口
が
増
え

て
い
か
な
け
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
を
賄

っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
口
減
少

問
題
は
人
気
の
草
津
温
泉
で
も
避
け
て
は

通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
き
な
職
場
が
少
な
い
草
津
で
は
定
休

日
を
設
け
て
い
な
い
宿
な
ど
も
あ
り
、
複

数
の
人
が
同
時
に
休
み
を
取
る
こ
と
は
難

し
い
。
新
入
社
員
な
ど
は
、
知
り
合
い
の

ほ
と
ん
ど
い
な
い
町
で
休
み
を
１
人
で
過

ご
す
こ
と
に
な
り「
つ
ま
ら
な
い
」
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
そ
う
だ
。
そ
れ

を
解
消
す
る
べ
く
草
津
温
泉
観
光
協
会
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
た
め
に
サ
ポ

ー
ト
ま
で
も
行
っ
て
い
る
。

　

取
材
時
は
12
月
中
旬
、
冬
休
み
に
は
ま

だ
早
い
平
日
に
も
拘
わ
ら
ず
、
J
Ｒ
長
野

原
草
津
口
駅
に
並
ん
で
い
た
バ
ス
は
、
列

車
が
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
満
席
と
な
り
、

草
津
温
泉
へ
向
け
次
々
と
出
発
し
た
。
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
湯
畑
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
、

２
０
２
１
年
の
裏
草
津
地
蔵
エ
リ
ア
、
２

０
２
３
年
の
温
泉
門
な
ど
新
た
な
ス
ポ
ッ

ト
が
加
わ
り
、
昔
な
が
ら
の
風
情
を
保
ち

な
が
ら
観
光
エ
リ
ア
は
拡
大
。
町
の
中
は

首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
遠
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

町
そ
の
も
の
に
加
え
、
補
助
金
を
利
用

し
た
改
装
に
よ
り
付
加
価
値
を
ア
ッ
プ
し

た
宿
も
増
加
中
。
旅
館
組
合
に
加
盟
し
て

い
る
１
０
７
軒
の
う
ち
約
40
軒
が
部
屋
や

風
呂
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
と
い
う
。

「
町
の
宿
泊
施
設
の
う
ち
８
割
が
小

規
模
宿
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
団
体

客
が
減
少
し
た
こ
と
で
個
人
客
に
向
け
た

改
装
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
く
て

設
備
が
充
実
し
て
い
る
宿
か
ら
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
で
泊
ま
れ
る
宿
ま
で
間
口

の
広
い
草
津
で
す
が
、
改
装
を
し
な
く
て

も
２
０
０
０
円
〜
３
０
０
０
円
位
上
げ
な

い
と
利
益
が
出
な
い
よ
う
な
物
価
上
昇
に

な
っ
て
い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
宿
は

付
加
価
値
分
も
加
え
て
料
金
を
設
定
し
ま

す
が
、
価
格
設
定
は
非
常
に
難
し
い
。
そ

れ
が
納
得
感
の
あ
る
価
格
に
な
っ
て
い
る

か
は
、
半
年
先
に
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
と
思
い
ま
す
」（
草
津
温
泉
旅
館

協
同
組
合
理
事
長
／
草
津
温
泉　

望
雲　

黒
岩
裕
喜
男
さ
ん
）。

　

湯
畑
を
中
心
に
伸
び
る
小
路
は
複
数
あ

り
、
飲
食
店
な
ど
が
増
え
て
い
る
が
、
増

え
て
い
る
の
は
店
舗
だ
け
で
は
な
い
。
外

来
の
宿
泊
施
設
も
然
り
。
今
後
は
有
名
大

手
数
軒
の
進
出
も
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。

「
そ
う
い
う
こ
と
を
見
据
え
て
、
補
助
金

も
活
用
し
て
う
ち
の
宿
も
大
き
な
投
資
を

行
い
ま
し
た
」（
黒
岩
さ
ん
）。

　

宿
が
ど
れ
だ
け
増
え
て
も
さ
す
が
日
本

一
の
自
然
湧
出
量
を
誇
る
草
津
。
湯
量
に

は
事
欠
か
な
い
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
は
温

泉
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
、
固
い
意
思
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

 

「
温
泉
の
９
割
以
上
が
町
の
管
理
で
そ
の  

条
例
が
も
の
す
ご
く
厳
し
い
。
で
も
そ
れ

が
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
す
」

（
黒
岩
さ
ん
）。
町
内
は
ど
こ
を
掘
っ
て
も

す
ぐ
に
温
泉
が
湧
い
て
し
ま
う
よ
う
な
土

地
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
り
湯
畑
が
枯
渇
し

て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
最
悪
の
事

態
が
起
き
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た

め
町
の
条
例
で
は
、
た
と
え
自
分
が
所
有

す
る
敷
地
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
掘
削
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
律
の
方
が
優

先
で
は
あ
る
が
、
温
泉
が
命
の
町
だ
か
ら

こ
そ
外
来
事
業
者
も
含
め
て
こ
の
条
例
を

守
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
供
給
さ
れ
る
湯

量
に
つ
い
て
も
シ
ビ
ア
で
、
湯
量
が
豊
富

と
言
っ
て
も
部
屋
数
を
増
や
す
た
め
に
申

請
し
た
分
す
べ
て
が
通
る
と
い
う
保
証
は

な
い
。
し
か
し
幸
い
に
も
温
泉
付
き
客
室

は
人
気
な
も
の
の
、
草
津
に
お
い
て
は
マ

ス
ト
で
は
な
い
と
い
う
。
３
軒
の
日
帰
り

温
泉
や
、
観
光
客
に
も
一
部
開
放
さ
れ
て

い
る
共
同
湯
を
湯
め
ぐ
り
で
き
る
こ
と
で
、

温
泉
欲
が
十
分
に
満
た
さ
れ
る
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

草
津
温
泉
（
群
馬
県
）

２
０
２
２
年
に
初
め
て
獲
得
以
来
、
２
年
連
続
、
３
回
目
の
首
位
に
輝
い
た
草
津
温
泉
。

“
百
年
先
を
見
据
え
た
付
加
価
値
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
”は
現
在
も
進
行
中
だ
が
、

課
題
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
人
材
不
足
や
旅
行
者
の
取
り
込
み
な
ど
、
人
気
温
泉
地
の

今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
、
草
津
温
泉
観
光
協
会
で
伺
っ
た
。

全国
人気温泉地

第1位

ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、
宿
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も 

続
々
と
進
ん
で
い
る
草
津

人
材
不
足
に
よ
り
自
然
発
生
的
に 

増
加
し
て
い
る
宿
の
泊
食
分
離

温
泉
が
命
の
町
に
は 

温
泉
を
守
る
厳
し
い
条
例
あ
り

職
場
の
垣
根
を
越
え
、
合
同
入
社
式
や 

懇
親
会
で
人
材
定
着
を
サ
ポ
ー
ト

2023年に完成した「温泉門」。かけ流しの温泉
で足湯に浸かれる

言わずと知れた草津のシンボル、湯畑。町が一
体となって温泉を守ることで、この風景が守られ
ている

湯畑から小路を抜けて行く裏草津地蔵エリア
も夜にはライトアップ

泊食分離に欠かせない朝食ス
ポット。「Lucky Bagel」は毎日
10種類以上の自家製ベーグル
を焼いている。素泊まりの宿が
増えてきた10年ほど前からモ
ーニングをスタート。「散歩のあ
とで朝食を食べる地域だと早
朝の開店になりますが、草津は
お風呂に入ったりと朝はゆっく
りなので8時オープンにしてい
ます」（店主　大高愛子さん）

草津町の人口は約6000人。そのうち約243人がネパール人という（２０
２５年１月現在）。草津は働きやすいとのクチコミで集まったようで「日本
語も堪能ですし働きぶりも真面目。『あつまらナイト』にも参加して交流
しています」（福田さん）。町には飲食店も。写真はマズガイ・パンカズさ
ん夫婦の「ジャムカベットレストラン＆バル」。2人は草津で知り合った

進
化
し
続
け
る
温
泉
地
が

直
面
し
て
い
る
課
題
と
は
？
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ア
ク
セ
ス
が
決
し
て
い
い
と
は
言
い
難

い
草
津
温
泉
。
最
も
近
い
J
R
長
野
原
草

津
口
駅
ま
で
の
都
内
か
ら
の
直
通
特
急
の

本
数
は
少
な
く
、
そ
の
他
の
公
共
交
通
機

関
は
お
も
に
高
速
バ
ス
と
な
る
。
そ
の
バ

ス
は
７
〜
８
年
前
ま
で
は
３
社
の
み
の
運

行
だ
っ
た
が
、
今
で
は
13
社
が
乗
り
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
草
津
は
今
の
と
こ
ろ
人
気
が
落
ち
て
い

ま
せ
ん
が
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
よ

る『
２
０
２
５
年
問
題
』も
迫
り
、国
内
の

旅
行
者
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
代
が
子
ど
も
や
孫
を
連
れ
て
き
て

く
れ
る
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
的
に
相
当
減
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は

必
須
。
町
の
発
表
で
は
現
在
３
％
で
す
が
、

旅
館
組
合
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
戻
り
分
の
み

の
反
映
な
の
で
、
私
の
肌
感
覚
で
は
町
の

平
均
と
し
て
１
割
ぐ
ら
い
。
実
際
、
う
ち

の
宿
で
は
３
割
近
く
が
海
外
の
方
。
10
年

後
に
は
町
全
体
で
３
割
〜
４
割
を
目
指
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
黒
岩
さ

ん
）。そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
マ
ス
ト
エ
リ
ア
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
向

け
に
は
幅
広
く
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
フ
ラ
ン
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
強
力
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
」（
草

津
温
泉
観
光
協
会
会
長
／
喜
び
の
宿 

高
松　

山
本
剛
史
さ
ん
）。欧
米
で
は
な

く
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
フ
ラ
ン

ス
な
の
は
な
ぜ
か
。「
欧
米
系

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
な
ら
、

ま
ず
は
文
化
の
発
信
地
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
を
落
と
す
の
が
い
い

と
、
旅
行
関
係
者
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
町
内

の
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
改

装
し
て
い
ま
す
が
、
冷
暖
房
を

温
泉
熱
や
湧
水
で
賄
う
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
い
、
町
と
し
て

C
O
２

排
出
量
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
温
泉
、
健
康
、

匠
の
技
な
ど
の
日
本
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
、
S
D
G

ｓ
へ
の
取
り
組
み
も
フ
ラ
ン
ス

で
は
共
感
さ
れ
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
昨
年
で
２
回
目
で
す

が
、
小
さ
な
町
の
観
光
協
会
が
単
独
で
フ

ラ
ン
ス
に
乗
り
込
む
の
は
例
が
な
い
と
の

こ
と
。
草
津
の
観
光
協
会
に
は『
熱
乃
湯
』

で
行
っ
て
い
る『
湯
も
み
と
踊
り
』
シ
ョ

ー
の
収
益
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
た

動
き
が
で
き
て
い
る
の
も
大
き
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
山
本
さ
ん
）。
フ
ラ
ン
ス
で

草
津
温
泉
の
認
知
度
は
や
が
て
上
昇
し
、

訪
れ
る
旅
行
者
も
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

だ
が
フ
ラ
ン
ス
人
旅
行
者
向
け
の
特
別
な

対
策
は
考
え
て
い
な
い
。
伝
え
る
方
法
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
や
り
な
が
ら
整
え

て
い
く
そ
う
だ
。

 

「
現
在
、
草
津
ま
で
来
ら
れ
る
外
国
人
旅

行
者
の
方
は
、
あ
る
程
度
日
本
の
文
化
を

理
解
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
受
け
入
れ
側
と
お
客
さ
ま

と
の
間
で
の
文
化
面
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

他
の
地
域
に
比
べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
工
藤
さ
ん
）。
し

か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
を
目
指
す
に

は
、
日
本
が
初
め
て
と
い
う
旅
行
者
向
け

の
対
応
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
も

認
識
し
て
い
る
と
い
う
。

 

「
景
気
が
い
い
と
思
っ
た
時
に
は
頂
点
に

来
て
い
る
時
と
い
う
気
が
す
る
の
で
、
今

の
う
ち
に
次
の
こ
と
を
や
っ
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い
。
草
津
の
宿
は
仲
が
よ
く
、

み
ん
な
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
や
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
先
も
乗
り
切
っ
て
い

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
黒
岩
さ
ん
）。

―
多
く
の
宿
泊
施
設
で
も
値
上
げ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、箱
根
に

は
大
胆
な
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
て
い
る
宿

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。価
格
設
定
や
内

需
と
外
需
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
な
ど
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ｎ　

米
、
野
菜
、
最
低
賃
金
な
ど
が
、
今

ま
で
に
な
い
ピ
ッ
チ
で
上
が
っ
て
い
る
の

で
、
弊
社
で
は
そ
れ
に
対
し
て
は
見
合
っ

た
分
の
値
上
げ
を
し
て
い
ま
す
。
内
需
と

外
需
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
少
な
い
時
で
も
３
割
近
く
、
多

け
れ
ば
４
割
。
周
り
で
も
同
じ
よ
う
な
の

で
、
ほ
ぼ
箱
根
の
平
均
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み

を
う
ま
く
行
う
こ
と
で
乗
り
切
っ
て
い
る

宿
も
あ
る
の
で
方
策
と
し
て
は
あ
る
。
し

か
し
コ
ロ
ナ
、
世
界
情
勢
、
円
相
場
な
ど

様
々
な
要
因
で
状
況
が
変
わ
っ
て
い
く
の

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
過
度
な
依
存
は

私
と
し
て
は
危
険
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
較
し
て
、
お
客
さ

ま
の
国
内
需
要
が
な
か
な
か
戻
っ
て
き
て

い
な
い
と
い
う
実
情
も
あ
り
ま
す
。

―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
割
合
は
調
整
し
て

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
？

Ｎ　

宿
泊
予
約
サ
イ
ト
は
海
外
の
サ
イ
ト

と
提
携
し
て
い
た
り
と
、
様
々
な
Ｏ
Ｔ
Ａ

か
ら
予
約
が
入
る
の
で
抑
え
る
の
は
不
可

能
で
す
。

―
箱
根
は
日
本
が
初
め
て
と
い
う
外
国

人
旅
行
者
も
多
い
で
す
よ
ね
。
訪
日
外
客

数
が
増
え
続
け
る
中
で
、
特
別
な
対
応
を

取
り
入
れ
る
必
要
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｎ　

外
国
人
の
お
客
さ
ま
に
注
意
す
る
こ

と
の
ひ
と
つ
に
食
事
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ビ
ー
ガ

ン
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

な
ど
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
で
も
望
む
方
に

は
細
か
く
対
応
し
て
い
た
の
で
す
が
、
調

理
場
や
ス
タ
ッ
フ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
減
っ
た

ま
ま
戻
っ
て
き
て
い
な
い
た
め
基
本
的
に

今
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

―
首
都
圏
に
近
い
箱
根
で
も
人
材
不
足

な
の
で
す
ね
。

Ｎ　

Ｏ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
は
料
理
や
部
屋
に

つ
い
て
の
ク
レ
ー
ム
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。

な
の
で
ア
レ
ル
ギ
ー
や
宗
教
的
な
対
応
が

で
き
な
い
と
き
ち
ん
と
伝
え
て
く
れ
る
と

こ
ろ
と
取
引
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
プ
ラ
ン
や
部
屋
を
絞
り
、
夕
食
付

き
プ
ラ
ン
を
販
売
し
な
い
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ノ
ー
シ

ョ
ー
が
多
い
の
で
１
０
０
%
近
く
事
前
カ

ー
ド
決
済
に
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
ご
料

金
を
い
た
だ
い
て
お
く
し
か
な
い
と
い
う

の
が
今
の
結
論
で
す
。
た
だ
し
、
事
前
決

済
で
は
解
決
で
き
な
い
料
金
の
問
題
も
起

き
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

Ｎ　

ホ
テ
ル
の
料
金
は
部
屋
に
対
し
て
か

か
り
ま
す
が
、
旅
館
の
場
合
は
人
数
に
対

し
て
か
か
り
ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
開
け

の
頃
に
は
、
予
約
の
人
数
と
、
実
際
に
訪

れ
た
人
数
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
し
た
。
例
え
ば
予
約
は
２
名
で
入
っ

て
い
る
の
に
、
夕
食
会
場
に
は
大
人
に
加

え
て
子
ど
も
３
人
も
一
緒
に
現
れ
る
。
第

１
の
関
門
で
あ
る
フ
ロ
ン
ト
で
は
う
ま
く

隠
れ
て
い
た
の
か
気
付
け
な
か
っ
た
の
で

す
。
料
理
や
寝
具
の
支
度
も
な
い
。
人
数

の
増
加
分
は
当
然
い
た
だ
き
ま
す
が「
自

分
は
こ
れ
で
予
約
し
た
、
１
部
屋
の
中
に

寝
か
せ
る
か
ら
問
題
な
い
」
と
ガ
ン
と
し

て
言
い
張
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現

場
は
疲
弊
し
ま
す
が
、
し
か
し
こ
う
い
う

経
験
を
積
ん
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
英
語
対
応

力
が
高
ま
り
ま
し
た
。

―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
鍛
え
ら

れ
て
い
く
の
で
す
ね
。

Ｎ　

寝
具
で
は
枕
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い

う
リ
ク
エ
ス
ト
が
多
い
で
す
。
硬
い
、
柔

ら
か
い
な
ど
の
好
み
の
違
い
な
ら
わ
か
り

ま
す
が
、
単
純
に「
も
う
１
つ
く
だ
さ
い
」

と
。
ホ
テ
ル
だ
と
ベ
ッ
ド
に
枕
が
２
つ
並

ん
で
い
た
り
す
る
の
で
、
外
国
人
の
方
に

よ
っ
て
は
１
人
に
付
き
２
つ
な
い
と
眠
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
使
い
途
は
不
明
で

す
が
こ
れ
か
ら
は
２
つ
ず
つ
用
意
し
た
方

が
い
い
の
か
と
い
う
話
は
出
て
い
ま
す
。

―
お
風
呂
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

Ｎ　

タ
ト
ゥ
ー
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
大

浴
場
で
は
な
く
貸
切
風
呂
を
使
い
た
い
と

い
う
方
も
増
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
半
露

天
風
呂
付
き
客
室
も
海
外
の
方
の
利
用
が

多
い
の
で
す
が
、
檜
風
呂
は
注
意
が
必
要

で
し
た
。
お
客
さ
ま
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
温

泉
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
毎
日
お
風

呂
の
お
湯
を
抜
い
て
い
る
の
で
す
が
、
檜

は
使
い
始
め
て
し
ば
ら
く
経
つ
と
色
が
く

す
ん
で
き
て
、
空
の
浴
槽
だ
と
黒
ず
ん
だ

部
分
な
ど
が
カ
ビ
の
よ
う
に
見
え
て
目
立

っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
ひ
と
目
見
た

だ
け
で「
こ
の
風
呂
は
全
然
だ
め
！
部
屋

を
変
え
て
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。―

岩
や
陶
器
の
浴
槽
だ
と
起
き
な
い
よ

う
な
問
題
で
す
ね
。
温
泉
も
日
本
の
大
切

な
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で
性
質
に
つ
い
て
の

理
解
も
さ
れ
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

全国
人気温泉地

第2位

国
内
旅
行
者
の
減
少
を
見
据
え
た 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
対
策

上／観光協会の事業である熱乃
湯の「湯もみと踊り」ショー。湯畑
前という好立地にあり、多くの観光
客で賑わっている
右／伝統の湯もみと、おさるたち
の健気でかわいい姿が見事にマッ
チしたショーも、草津のコンテンツ
に加わった。草津温泉おさるの湯
もみ処「おさ湯」。西の河原通りに
2022年オープン

選ばれた温泉地が直面している課題

箱
根
温
泉
の
場
合

 

神
奈
川
県
箱
根
町

国
内
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も

高
い
人
気
を
誇
る
箱
根
温
泉
で
も

宿
泊
施
設
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

箱
根
で
は
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
帯
を
設
定
し
て
い
る
宿
泊
施
設
の
N
社
長
に
、

驚
き
の
事
例
や
対
応
策
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
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地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
の

小
さ
な
旅
行
会
社
の
設
立

　

新
潟
県
屈
指
の
豪
雪
地
帯
。
妻
有（
つ

ま
り
）郷
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
松
之
山
温

泉
は
あ
る
。「
冬
は
行
け
な
い
ん
で
し

ょ
？
」
と
今
で
も
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
が
、
冬
は
温
泉
熱
を
活
用
し
道
路

を
融
雪
。
積
雪
時
に
も
車
1
台
分

は
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

冬
イ
コ
ー
ル
閑
散
期
、
と
い
う
状

態
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

宿
泊
施
設
は
10
軒
。
小
さ
な
温
泉
地
は

３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る「
大
地
の
芸
術

祭　

越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
や
、

清
津
峡
で
知
ら
れ
る
十
日
町
市
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
機
会
を
き
っ
か
け
に
認
知
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
地
域
で
の
取
り
組
み
は
15
年
ほ
ど
前

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

８
軒
の
宿
と
土
産
物
店
、
建
設
会
社
の

オ
ー
ナ
ー
と
住
民
な
ど
が
共
同
出
資
を
し

て「
松
之
山
温
泉
合
同
会
社
ま
ん
ま
」
を

設
立
。
旅
行
会
社
で
あ
る
が
、
外
に
向
け

て
の
動
き
が
目
的
で
は
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
前
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
の
２
時
間

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
日
本
三
大
薬

湯
と
言
わ
れ
る
独
特
の
温
泉
を
い
い
と
思

高
温
と
な
っ
て
噴
き
出
す「
ジ
オ
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
型
温
泉
」
と
呼
ば
れ
、
塩
分
は
強

め
で
、
メ
タ
ケ
イ
酸
の
成
分
が
基
準
値
の

４
倍
あ
る
と
い
う
。
独
特
の
香
り
は「
石

油
の
よ
う
な
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
湯
に
浸
り
な
が
ら
暮
ら
す
よ
う

に
滞
在
し
て
も
ら
い
た
い
。
昔
の
よ
う
に

１
週
間
と
か
１
カ
月
な
ど
は
無
理
で
も
，

２
泊
３
泊
ぐ
ら
い
連
泊
し
て
過
ご
す
湯
治

ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
小
さ
な
温
泉
地
だ
が
、
飲
食
店

は
７
軒
。
ラ
ー
メ
ン
、
和
食
、
焼
き
鳥
、
そ

ば
、
定
食
、
プ
リ
ン
に
特
化
し
た
カ
フ
ェ

な
ど
宿
の
軒
数
に
対
し
て
店
の
軒
数
も
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
。
２
０
２
２
年
に

は
薪
窯
料
理
を
味
わ
え
る「
湯
治
Ｂ
Ａ
Ｒ　

松
之
山
温
泉
」
も
オ
ー
プ
ン
。
10
時
の
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
か
ら
始
ま
り
23
時
ま
で
オ
ー

プ
ン
。
湯
上
が
り
の
1
杯
や
寝
酒
を
飲
み

に
訪
れ
る
人
も
多
い
。
湯
治
Ｂ
Ａ
Ｒ
は
ひ

な
の
宿 

ち
と
せ
に
よ
る
経
営
だ
が「
体
の

疲
れ
を
と
る
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
交
換

の
場
に
な
っ
て
い
た
の
が
湯
治
場
。
湯
治

B
A
R
に
は
松
之
山
温
泉
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
」。

温
泉
地
経
営
は
、
乗
り
降
り
自
由
で

停
ま
ら
な
い
バ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

 

「
地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
り
、
厳
し
か
っ
た
時
代
の
こ
と
な
ど
も

含
め
て『
松
之
山
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
』
と
い

う
サ
イ
ト
で
ア
ー
カ
イ
ブ
を
残
し
て
い
ま

す
。
昔
の
こ
と
を
忘
れ
ず
見
直
し
て
い
く

こ
と
で
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
」。ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
に
当

て
は
ま
ら
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。
当
て

は
ま
る
こ
と
で
い
い
と
思
っ
た
こ
と
を
取

り
入
れ
て
行
く
。
た
だ
し
温
泉
地
全
員
の

意
見
を
待
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
前
も
後
ろ
も
扉
が
開
い
た
ま
ま
ゆ
っ
く

り
走
る
バ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
。
な
る
べ
く
停

ま
ら
な
い
よ
う
に
走
り
、
そ
の
時
々
で
乗

っ
た
り
降
り
た
り
自
由
と
い
う
感
じ
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
」。
ま
ん
ま
で

は
、
こ
の
独
特
の
温
泉
を
使
っ
た
化
粧
品

を
開
発
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
松
之
山
温
泉
は
S
D
G
s
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
S
D
G
s
と
い
う
言
葉

も
聞
か
れ
な
い
時
代
か
ら
循
環
な
ど
、
理

に
適
う
こ
と
は
行
っ
て
き
て
い
る
。
現
在

は
ま
ん
ま
も
出
資
し
て
い
る
事
業
と
し
て
、

地
熱（
温
泉
熱
）
を
利
用
し
た
自
然
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
田
谷
区
に
売
電
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
ま
ん
ま
の
企
画
で
は
自
慢
の
ブ

ナ
林「
美
人
林
」を
舞
台
に
、縁
の
あ
る
シ

ェ
フ
を
呼
ん
で
ダ
イ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。
1
名
約
4
万
円
。
２
晩

開
催
。
美
人
林
の
中
で
、
空
気
や
景
色
と

と
も
に
味
わ
う
松
之
山
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
料

理
。
毎
年
発
売
し
て
即
完
売
に
な
る
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
だ
。

　

さ
ら
に
大
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
も
行
っ
て

い
る
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
を
し
、若
い

世
代
か
ら
の
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。

　

か
つ
て
は
冬
で
あ
れ
ば
雪
に
埋
も
れ
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
山
間
の
小
さ
な
温

泉
地
。
棚
田
や
ブ
ナ
林
、
食
を
大
切
に
し

な
が
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、

穴
場
感
は
あ
り
な
が
ら
も
、
高
い
満
足
感

を
得
ら
れ〝
お
す
す
め
し
た
い
〞
と
言
わ

せ
る
温
泉
地
に
な
っ
た
。
ゆ
る
く
走
る
停

ま
ら
な
い
バ
ス
の
進
む
先
に
注
目
し
て
い

き
た
い
。

っ
て
も
ら
え
た
と
し
て
も
、
あ
る
の
は
温

泉
だ
け
で
は
な
い
。
地
域
な
ら
で
は
の
体

験
で
こ
の
地
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
た
。
同
じ
頃
、
地
元
を
愛
す

る
達
人
た
ち
が
作
っ
た
会「
里
山
の
め
ぐ

み
案
内
人
」
と
協
業
し
て
、
体
験
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
食
や
風
景
が

当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く

 

「
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
15
年
前
の
当

時
は
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
地
域
の

よ
さ
が
見
え
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
例

え
ば
山
菜
料
理
な
ど
茶
色
で
華
や
か
さ
が

な
い
か
ら
、
こ
れ
で
は
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。
築
地
な
ど
か
ら
な
る
べ
く
安
く

て
い
い
も
の
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
を
考
え

た
り
し
て
。
こ
れ
は
松
之
山
だ
け
の
話
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
」（
柳
さ
ん
）。

そ
の
よ
う
な
中
で
ま
ん
ま
加
盟
の
旅
館
8

軒
で
は
地
域
性
を
持
と
う
と
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
料
理
開
発
の
勉
強
会
を
開
催
。

講
師
か
ら
こ
の
地
域
で
何
が
一
番
お
い
し

い
か
と
聞
か
れ
た
時
に
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。「
棚
田
の
米
な

ん
か
普
通
に
使
っ
て
い
る
し
、
み
ん
な
美

味
し
く
て
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
し
。
で
も
誰
か
が
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
の

で
す
。
当
た
り
前
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
と
」。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
き
く
気

づ
か
さ
れ
、
棚
田
の
米
を
使
っ
た
郷
土
料

理「
棚
田
鍋
」を
開
発
。棚
田
は
松
之
山
温

泉
を
象
徴
す
る
存
在
。
自
然
の
ダ
ム
と
言

わ
れ
、
こ
こ
の
里
山
の
成
り
立
ち
に
不
可

欠
な
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
鍋
で
表
現
し
よ

う
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
３
軒
の
宿
で
提

供
。「
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ

と
だ
け
れ
ど
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
。
う

ち
の
宿
で
は
最
初
は
冬
だ
け
で
し
た
が
、

今
で
は
春
夏
秋
冬
の
風
景
や
具
材
を
使
っ

て
、
通
年
提
供
し
て
い
ま
す
」。

湯
治
ス
タ
イ
ル
の
提
案
と

拠
点
･
湯
治
B
A
R
の
誕
生

　

松
之
山
温
泉
は
１
２
０
０
万
年
前
に
地

層
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
化
石
海
水
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
地
下
で
高
い
圧
力
を
受
け
、

有馬、草津と並び日本三大薬湯
と呼ばれている松之山温泉。戦
後の一時期、塩を採ったという
ほど塩分が強い

お米を作るだけではなく、四季折々、見るのも楽しいのが
棚田の風景。星峠（ほしとうげ）の棚田、儀明（ぎみょう）の
棚田、蒲生（かもう）の棚田など、多くの美しい棚田がある

湯治BARには観光案内所、カフェ＆バー、ワークスペース、長期滞在が可能な
宿泊施設などが揃う。宿泊施設にはキッチン付き、予約は2泊から受け付け

温泉組合に加盟している宿泊施設すべてが参画しているわけではないが、　
松之山温泉の躍進はまんま開発のコンテンツなしには語れない。❶松之山
温泉コスメシリーズ。ミストからスタートし、8つのラインナップを販売　❷63
～68℃の源泉熱を利用し「妻有ポーク」でしっとり柔らかな温泉ローストポー
クを作る湯治豚づくり体験　❸松之山サスティナブル・ダイニングin 美人林。
里山の魅力と価値を存分に味わえるディナーとお酒を楽しむイベント。2024
年で6回目。3年前からはフランスのシャンパーニュ「TELMONT」が特別協賛
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